
自然界の虫たちによる天然繊維

蚕　　　　　　絹糸では単位ｄ（デニール）を用いる。 9000ｍ(9km）で1ｇの糸を1ｄとする。

一個体あたり、約2.2ｇの繭、繭糸長さ1300ｍ、 １箱(2万頭)で33.8kgの繭生産ができる。 

絹織物 １反（700g)作るには 生糸 900gが必要です

桑葉 約 98kg 蚕 約2,700頭 繭 約4.9 kg (2,600粒)（いくつもの繭を撚り合わせて1本となる）

用途：高級シルク

ヤママユ 天蚕糸（てんさんし） 600～700ｍ/繭1ヶ

蚕との換算で蚕の約半分の生産量につき、繭は約5000ヶが必要 1200km~1400km

用途：超高級シルク

蜘蛛 これは成分が蛋白質で食べれば生成されるが個体の大きさ、満腹度により異なる。

インターネットなどの資料によると

蜘蛛の巣ですが、大きい物では、1メートル四方の物を見かけます

作った蜘蛛は、コガネグモやジョウロウグモです。

そして生涯に、いくつもの巣を作る訳ですから、1本の蜘蛛糸と考えた場合

相当の長さに成ると推測出来ます。実際測定した人がいるかどうか判らないので

推測計算で1メートル四方の巣を作るのに、約80メートルの糸必要です。

蜘蛛の寿命を、2〜3年ですので、年間55回巣を作ると仮定して、110回〜165回ですので

蜘蛛の糸は、なんと8800m~13200mの 計算になります。

1反に必要量は約1400ｋｍにつき約100匹以上のジョロウグモが必要です

強くて丈夫なタンパク質繊維で化学繊維を上回る機能

用途：多機能衣料他

ミノムシ １匹のミノムシから長さ数百メートルの糸を真っすぐな状態で効率良く採取できる。

500mと仮定して 1反の織物の必要量は 2800匹(1400km）

蜘蛛の糸より強い多用途に期待


